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現
在
の
中
高
年
社
員
が
新
入
社
員

だ
っ
た
頃
は
、
新
卒
後
に
入
社
し
た

企
業
な
ど
を
定
年
ま
で
勤
め
あ
げ
、

定
年
退
職
後
は
悠
々
自
適
な
年
金
生

活
を
送
る
と
い
っ
た
人
生
プ
ラ
ン
を

当
た
り
前
の
よ
う
に
想
定
し
、
い
ま

に
至
る
ま
で
一
生
懸
命
働
い
て
き
た

人
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

２
０
２
１
年
4
月
に
は
、
改
正
高

つ
の
提
言
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
と
は
、
働
き
方
の
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
私
生
活
含
め
、
人

生
全
般
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
本

書
に
お
い
て
も
、
働
き
方
だ
け
で
は

な
く
、
日
本
総
合
研
究
所
の
調
査
結

果
に
基
づ
き
、
高
学
歴
中
高
年
男
性

の
私
生
活
（
食
生
活
、
友
人
と
の
交

流
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
）
に
つ
い

て
も
触
れ
て
い
る
。

　

長
年
、
中
高
年
男
性
の
多
く
は
、

会
社
の
た
め
、
家
族
の
た
め
、
と
周

囲
に
気
遣
い
な
が
ら
、
自
分
の
こ
と

を
後
回
し
に
し
て
生
き
て
き
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
書
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
方
の
言
葉
の
一
つ
に
あ

る
の
が
「
定
年
後
等
の
セ
カ
ン
ド

キ
ャ
リ
ア
と
い
う
言
葉
で
安
易
に
逃

げ
て
し
ま
う
人
も
い
る
が
、
人
生
に

セ
カ
ン
ド
は
な
い
」
で
あ
る
。
中
高

年
男
性
の
方
々
が
幸
せ
な
キ
ャ
リ
ア

を
歩
め
る
こ
と
を
願
い
、
執
筆
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
１
冊
で
あ
る
。

（
日
本
総
合
研
究
所

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー　
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「
人
生
に
セ
カ
ン
ド
は
な
い
」

年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
施
行

さ
れ
、
企
業
側
は
従
業
員
に

対
す
る
70
歳
ま
で
の
雇
用
確

保
措
置
が
努
力
義
務
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
そ
れ
を
見
越

し
て
、
一
部
の
大
企
業
で
は
、

好
業
績
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
中
高
年
社
員
に
対
し

て
早
期
希
望
退
職
者
を
募
っ

て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
い
働
き

方
や
産
業
構
造
も
変
化
し
つ

つ
あ
る
。
今
後
は
、
想
定
し
て
い
な

い
変
化
が
起
こ
る
こ
と
を
考
慮
し
、

中
高
年
以
降
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
で
あ
る
。

　

現
在
、
国
内
で
は
、
中
高
年
の
正

社
員
お
よ
び
管
理
職
の
多
く
が
男
性

で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
書
で

は
、
中
高
年
男
性
が
よ
り
活
躍
で
き

る
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、
中
高
年

男
性
の
方
々
、
中
高
年
男
性
の
働
き

方
へ
の
関
心
を
持
つ
企
業
、
政
策
担

当
者
が
前
向
き
に
実
践
し
て
い
く
た

め
の
施
策
の
提
言
を
行
って
い
る
。

　

第
1
章
で
は
、
中
高
年
男
性
を
取

り
巻
く
働
き
方
の
現
状
を
整
理
し
、

第
２
章
で
は
、
日
本
総
合
研
究
所
が

実
施
し
た
高
学
歴
中
高
年
男
性
の
調

査
結
果
を
中
心
に
、
中
高
年
男
性
を

め
ぐ
る
働
き
方
の
課
題
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
は
、
多
く
の
高
学
歴
中

高
年
男
性
は
、
労
働
価
値
観
の
う
ち
、

内
的
報
酬
欲
求
が
高
い
（
＝
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
が
し
た
い
）
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

第
３
章
で
は
、
筆
者
が
再
就
職
支

援
団
体
な
ど
に
取
材
を
行
い
、
現
場

で
の
事
例
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
事

務
職
へ
の
再
就
職
を
希
望
す
る
男
性

は
多
い
が
、「
1
つ
の
事
務
職
の
採

用
募
集
に
１
０
０
人
が
応
募
」
と
い

う
の
が
現
実
で
あ
る
。

　

第
４
章
で
は
、
企
業
が
中
高
年
男
性

を
生
か
す
た
め
の
方
法
論
と
し
て
、
企

業
で
行
う
べ
き
施
策
に
つ
い
て
、
第
５

章
で
は
、
中
高
年
男
性
の
活
躍
推
進
を

通
じ
た
日
本
社
会
の
活
性
化
を
目
指

し
、
筆
者
が
長
年
に
わ
た
る
調
査
や
現

場
で
の
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
九

中
高
年
男
性
の
働
き
方
の
未
来
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